
※集計対象：令和6年6月1日から令和7年5月31日までの期間に退院し一般病棟に1回以上入院した患者

※分類レベル3ｂ：一時的な障害があり、処置や治療を要したもの
　　　（バイタルサインの高度変化、人工呼吸器の装着、手術、入院日数の延長、骨折など）

【指標の説明】

施設全体のリスク評価や安全対策の効果を見るには、医療資源投入や患者への影響が明確に出た3ｂ以上に着目することが有用になります。
時系列で増減を見て、転倒予防策が機能しているか、重症度の内訳、再発防止策への活用としてどんな状況で発生したのかを分析し評価しています。

　算出方法　：
退院患者に発生したインシデント影響度分類レベル3ｂ以上の転倒・転落の発生数

×1000 （％）
退院患者の在院日数の総和

転倒転落によるインシデント影響度分類レベル3ｂ以上の発生率

退院患者の在院日数の総和
（分母）

退院患者に発生したインシデント影響度分類
レベル3ｂ以上の転倒・転落の発生件数

111,347 4

転倒転落によるインシデント影響度分類レベル3ｂ以
上の発生率（千分率/パーミル）

0.04%


